
   
 

【編集後記】 

先日 6 月 22 日には信徒研修会が開催されました。7 月 26 日からは夏期学級が開催されます。静岡分苑の

大神さまのご守護に感謝しつつ、一人でも多くの方がおかげをいただけますよう心から願っております。

青少年の活動は青松会世代にも良い波及効果があるため、今後ますます大切にしていきたいと考えており

ます。 
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６
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月
次
祭 

青
少
年
部
担
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６
月
の
静
岡
分
苑
の
月
次
祭
は
、
青
少
年
が
担
当
し
ま
し
た
。
祭
員
は

谷
田
さ
お
り
、
福
本
結
太
、
福
本
准
平
、
小
谷
耀
、
麓
美
月
、
松
本
眞

弥
、
ご
神
書
拝
読
は
松
本
眞
、
松
本
眞
弥
、
松
本
眞
生
、
司
会
は
麓
仁

美
が
ご
奉
仕
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
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谷
田
さ
お
り
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東
海
教
区
錬
成
道
場
報
告 

直
心
会 

報
告 

愛
善
歌
奉
納
大
会 

５
月
25
日
（
日
）
、
三
河
本
苑
を
会
場

に
、
東
海
教
区
錬
成
道
場
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
15
名
、
静
岡
か
ら
は
福

本
夫
妻
と
谷
田
淳
子
さ
ん
、
小
谷
夫
妻
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

 

講
師
と
し
て
前
田
特
派
を
お
招
き
し
、

大
本
信
徒
の
子
育
て
、
仕
事
、
人
間
関
係

に
関
す
る
悩
み
に
ま
つ
わ
る
具
体
的
な
事

例
を
通
し
て
、
信
仰
と
日
常
生
活
を
ど
の

よ
う
に
結
び
つ
け
て
い
け
ば
よ
い
か
、
多

く
の
ヒ
ン
ト
や
ご
提
案
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
加
者
同
士
で
自
ら
の
立
場
や
現

状
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
他
の
方
の
考
え

方
や
思
い
を
共
有
し
、
「
何
に
気
づ
い
た

か
」
「
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
活
と
信

仰
を
築
い
て
い
く
か
」
「
信
仰
に
お
い
て

ま
ず
何
が
大
切
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
の
背
景
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
大
本
信
徒
と
し
て
育

っ
た
方
、
結
婚
や
ご
縁
に
よ
っ
て
信
徒
と

な
っ
た
方
、
ま
た
性
別
や
生
活
環
境
、
抱

え
る
悩
み
も
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。 

５
月
４
日
愛
善
歌
奉
納

大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
「
栄
光
」
の
４
部

合
唱
で
、
今
年
は
１
番

と
２
番
を
エ
ス
ぺ
ラ
ン

ト
、
３
番
日
本
語
で
奉

納
致
し
ま
し
た
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
答
え
は
一
つ
で
は
な

く
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

今
回
の
錬
成
道
場
を
通
じ
て
、
感
じ
た

こ
と
・
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
自
身
の
生

活
に
ど
う
活
か
し
、
信
仰
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
後
継
者
育
成
の

前
に
自
分
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、
自
ら
の
使
命
や
役
割
と
は
何
か

を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。 

直
心
会
の
皆
様
が
、
昼
食
に
セ
ル
フ
サ

ー
ビ
ス
の
サ
ラ
ダ
う
ど
ん
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
く
、

自
分
で
好
き
な
具
材
を
選
べ
る
の
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
（
文 

小
谷
徳
生
） 

信
徒
研
修
会 

報
告 

６
月
22
日
日
曜
日
静
岡
分
苑
を
会

場
に
宣
伝
使
活
動
者
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
前
田

特
派
を
お
招
き
し
、
合
計
14
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
前
田

特
派
よ
り
、
み
手
代
お
取
次
の
歴

史
や
大
切
さ
に
つ
い
て
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
宮
嶋
特

任
の
講
話
に
続
き
、
そ
の
後
は
前

田
特
派
の
指
導
の
も
と
、
お
取
次

の
実
習
と
し
て
参
加
者
一
人
ひ
と

り
が
前
に
座
り
、
み
手
代
お
取
り

次
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
は
講
話
を
じ
っ
く
り
聞
く
機

会
が
少
な
い
中
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
非
常
に
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 

（
文 

駒
形
康
信
） 

教
主
生
誕
祭
の
直
心
会
の
献
金
バ
ザ
ー

と
長
生
殿
の
献
労
奉
仕
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

 
 
 

（
文 

秋
田
昭
子
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

秋
田
昭
子
） 

西
部
地
区
祭
式
講
習
会
報
告 

第
１
回
祭
式
講
習
会 

【
日
時
】
６
月
29
日(

日)

９
時
半
～
16
時 

【
内
容
】 

午
前
：
講
座 

葬
祭
の
流
れ
（
祭
員
） 

午
後
：
講
座 

葬
祭
の
流
れ
（
喪
家
） 

【
報
告
】 

講
習
会
で
は
、
配
布
資
料
を
用
い
な
が 

ら
、
講
師
の
体
験
談
も
交
え
て
葬
祭 

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

現
状
報
告
と
し
て
、
後
継
者
の
不
足
や

葬
祭
費
用
の
統
一
に
関
す
る
問
題
点
が

挙
げ
ら
れ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
共
有

さ
れ
ま
し
た
。 

【
参
加
者
】
23
名
（
遠
江
９
、
松
風

４
、
安
国
６
、
志
太
３
、
富
士
１
） 

（
文 

名
古
屋
和
泉
） 

初
め
て
節
分
大
祭
に
ご
奉
仕
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
多
く

の
人
が
関
わ
る
お
祭
り
に
携
わ
れ
た

こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

 

（
文 

小
谷
耀
） 

節
分
大
祭 

ご
奉
仕
報
告 

た
か
ね
会 

報
告 

若
宮
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
４
月

19
日
～
20
日
、
７
月
５
日
～
６
日

に
八
雲
琴
の
稽
古
を
行
い
ま
し

た
。
基
本
的
な
弾
き
方
や
各
々
の

癖
を
修
正
し
、
清
ら
か
な
響
き
を

目
指
し
ま
し
た
。
次
回
の
お
稽
古

は
10
月
４
日
～
５
日
で
す
。 

 

お
し
ら
せ 

【
大
祭
の
予
定
・
月
次
祭
の
担
当
変
更
】 

・
９
月
14
日
（
日
）
月
次
祭
・
敬
老 

・
10
月
26
日
（
日
）
：
秋
季
大
祭
・ 

慰
霊
祭 

・
11
月
９
日
（
日
）
：
月
次
祭 

直
心
会
担
当 

・
12
月
14
日
（
日
）
：
月
次
祭 

西
部
地
区
担
当 

 

【
愛
善
冠
沓
句 

募
集
】 

秋
季
大
祭
に
向
け
今
回
も
愛
善
冠
沓
句
を

募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
冠
句
題
】
秋
祭
り
、
虫
の
音
に 

【
沓
句
題
】
遠
州
路
、
駆
け
巡
る 

 

〇
締
切
：
9
月
14
日
（
日
） 

○
一
人
三
首
ま
で 

○
発
表
：
令
和
10
月
26
日
（
日
） 

佳
調
・
秀
調
・
四
光
明
が
選
出
さ
れ
ま

す
。 

〇
参
加
資
格
：
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す 

〇
参
加
費
：
一
人
５
０
０
円 

〇
連
絡
先
：
名
古
屋
和
泉 
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